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盛 岡市民文化ホール 〒020-0045　盛岡市盛岡駅西通2-9-1マリオス内
TEL621-5100・FAX 621-5101　※月曜休館

18：00～　全席自由
一般500円(当日700円) 高校生以下無料

090-2799-2882(内海)

5日
（土）

レヴァンテ･マンドリンオーケストラ
第17回定期演奏会盛岡公演

14：00～　全席自由
入場無料

687-1026(橋本)

13日
（日）

盛岡バリテューバ倶楽部演奏会

小 ホ ー ル （ マ リ オ ス １ F ）3月

18：30～　全席自由　
1,000円

090-5233-2374(森)

23日
（水）

第27回
くにたちコンサート

18：00～　全席自由
大人1,500円 高校生以下500円
(当日各500円増)

080-5579-3002(黒澤)

29日
（火）

22年卒
岩手県出身若手音楽家による
演奏会

※　　　　　料金及び特別料金は「芸術鑑賞友の会」の会員価格で前売のみのお取り扱いとなります。

※　　　　　チケット及び U-25 チケットは盛岡市民文化ホール、盛岡劇場、キャラホール、姫神ホールでのお取り扱いとなります。
　U-25 チケットは公演日時点で 25 歳以下の方が対象となります。購入時及び公演当日に年齢の分かる身分証をご持参ください。

※予定表は2月10日現在の情報をもとに作成されています。入場者が関係者のみ、チケットが完売の催事については掲載さ
れていないものがあります。催事は主催者の都合により内容が変更される場合があります。ご了承ください。
入場料で当日料金の記載がないものは、前売、当日同料金になります。

▶「マスクのご着用」「手指の消毒」等の感染症対策にご協力をお願いいたします。また、
　掲載事業の中止や延期、施設が休館になる場合があります。最新情報は当事業団の web
　サイト (https://www.mfca.jp/) や各施設の Twitter 等をご確認のうえ、ご来館ください。

▶主催公演は国や自治体等のガイドラインに沿った開催となります。
▶主催公演の「チケットの購入」や「整理券のお受け取り」の際にお客様のお名前とお電話

番号を確認させていただきます。いただいた内容は「中止等になった場合のご連絡」
や「発症者が出た場合に保健所等との情報共有」に使用いたします。

芸術鑑賞友の会 のご案内

m-Friends事務局〈お問い合わせ〉 TEL019-621-5151(月曜休館)

チケットを団体割引でお得に購入できる法人会員も募集中! 詳細はお問い合わせください

令和4年度 個人会員特典

当事業団主催の指定事業で先行発売を行います。

当事業団主催の指定事業のチケットがファミリー料金
（特別割引）で購入できます。

当事業団主催の指定事業のチケットがセット割引で購入できます。

情報誌「ぽけっと」や会報「m-Friends HOT NEWS」、
事業チラシを毎月郵送します。

指定する当事業団主催事業のチケットが10%OFF
で購入できます（1会員2枚まで）。

当事業団主催の指定美術展にご招待します。

指定するコンサートに会員だけの特別料金でご優待します。

提携店で各種サービスが受けられます。

では令和4年度会員を募集します。盛岡市文化振興事業団が主催
する公演の情報提供や、チケット割引などの特典があります。年会費(個人会員)
は2,000円で盛岡市民文化ホール、盛岡劇場、キャラホール、姫神ホール窓口
にて3月1日(火)から受け付けます。

13：00～　全席指定
入場無料　※要整理券　※未就学児入場不可

017-781-0161(第9師団司令部総務課広報室)

5日
（土）

陸上自衛隊第9音楽隊
第43回定期演奏会

15：00～
S席(指定席)4,800円 A席(自由席)4,100円
※未就学児入場不可　※小学生以上要チケット

022-355-4772(MIN-ON東北センター)

6日
（日）

ものまねヒットパレード

大 ホ ー ル （ マ リ オ ス １ F ）3月

音楽 演劇 アート トーク舞踊 その他

18：30～　全席指定
S席4,000円 A席3,000円　※3歳以上要チケット

022-217-7788(キョードー東北)

22日
（火）

東北ユースオーケストラ
演奏会2022

10：00～17：00(入場は16：30まで)
※月曜休館(3/21は開館)
おとな(高校生以上)800円(当日1,000円)
こども(4歳～中学生)500円(当日800円)
3歳以下無料

629-2525(岩手朝日テレビ)

5日（土）
▼

27日（日）

トムとジェリー
カートゥーン･カーニバル

展 示 ホ ー ル （ マ リ オ ス 4 F ）3月

3/30
配布開始

4/21〈木〉

小ホール

パイプオルガン
プロムナードコンサート88th

NE
W

　気軽にパイプオルガンの音色に親しめる入場無料
のミニコンサート。お昼休みのひと時、パイプオルガ
ンの演奏をお楽しみください。

［出演］中田恵子(神奈川県民ホール オルガン･アドバイザー) 
［曲目］J.S.バッハ：前奏曲とフーガ イ短調 BWV543
 「キリストはよみがえり給えり」 BWV627　ほか

［入場整理券］盛岡市民文化ホール､盛岡劇場､キャラホール､姫神ホールに
て3月30日(水)から配布します。※お一人様4枚まで

【12:20開演(11:50開場)／12:50終演
全席指定･入場無料･定員350人 ※要整理券】

※開演前(12：00～)オルガン演奏講座修了生によるウェルカム演奏があります 令和4年度事業

盛岡劇場・河南公民館
〒020-0873　盛岡市松尾町 3-1
TEL622-2258　FAX622-1910　
※月曜休館

中田恵子

❶情報提供

❷チケット割引

❸チケット先行発売
❹セット割引

❺ファミリーチケット割引

❻美術展ご招待
❼コンサート優待
❽提携サービス

もりげきライヴ vol.306 [出演] 田口友善&ぶっとべRIDERS
●日時：3月16日(水)19：00開演　●会場：盛岡劇場 タウンホール　●定員：40人
●入場料：全席自由 1,000円(当日1,200円)、m-Friends料金800円(前売のみ) 
※中学生以下入場不可

★ 観賞には事前の予約が必要です。チケットフォーム(二次元コード)
や盛岡劇場(電話または来館)にて受付中! 

※ 盛岡市民文化ホール、キャラホール、姫神ホールではご予約できません
のでご注意ください

 募集案内　　　河南公民館　　　　　　　詳しくはお気軽にお問い合わせください（TEL 622-2258）

▶3/8、15、22(火)…もりげきサロン〈申し込み不要。マイカップ持参のうえ、直接お越しください〉



19：00～　全席自由
一般1,000円(当日1,200円)　
※中学生以下入場不可　※要事前申込

622-2258(盛岡劇場)

16日
（水）

もりげきライヴVol.306
出演：�田口友善&�

ぶっとべRIDERS

各日とも20：00～　全席自由･日時指定
一般1,000円(当日1,200円)　※要事前予約

622-2258(盛岡劇場)

24日（木）
・

25日（金）

もりげき八時の芝居小屋�第176回
なんだりかんだり読みがたりvol.27
24日「ツバメ記念日」
25日「さくら地蔵」
(重松�清「季節風�春」より)

タ ウ ン ホ ー ル ( B F )3月

14：00～　全席自由
入場無料　※要事前予約

636-0742(盛岡四高　鈴木)

27日
（日）

盛岡四高演劇部 春公演

もりげき八時の芝居小屋 第176回
なんだりかんだり読みがたり vol.27

24日「ツバメ記念日」 25日「さくら地蔵」 (重松 清「季節風 春」より)

　恒例の朗読劇。二つの物語が二重奏の調べに
乗せて温かな思いを紡ぎます。

【演出】藤原正教　【朗読】大塚富夫(IBC岩手放送アナウンサー)、小野寺斉子　
【演奏】米倉久美(ヴァイオリン)、山口麻衣(ピアノ)

★ 観劇には事前の予約が必要です。チケットフォーム(二次元コード)
や盛岡劇場(電話または来館)にて受付中! 

※ 盛岡市民文化ホール、キャラホール、姫神ホールではご予約できません
のでご注意ください

●日時：3月24日(木)･25日(金) 両日とも20：00
開演(19：30開場)　●会場：盛岡劇場 タウンホー
ル　●入場料：全席自由･日時指定 1,000円(当日
1,200円)、m-Friends料金800円(前売のみ)

　“盛岡ならでは”をテーマにした市民参加型
舞台「劇団モリオカ市民」公演。今回は、これま
で上演した作品の中から最も反響の大きかっ
た第2回公演「わたしのじゃじゃ麺」をブラッ
シュアップしてお届けします。

発売中3/5〈土〉・6〈日〉

メインホール

開館30周年記念
第8回「劇団モリオカ市民」公演

『新版 わたしのじゃじゃ麺』

［脚本］くらもちひろゆき、遠藤雄史、高村明彦
［総合演出］遠藤雄史　［演出］高村明彦、似内 仁、くらもちひろゆき
【5日(土)14：00／19：00開演、

6日(日)14：00開演(開場は各回1時間前)　全3回公演･日時指定】
［前売料金］一般1,500円 

高校生以下1,000円(当日各300円増)

第2回「劇団モリオカ市民」公演
『わたしのじゃじゃ麺』より

ご協力をお願いいたします
＊購入時は日時指定のみ、座席の選択はございません ＊開場時
は半券を切らずにチケットをご提示のうえ、ご入場いただきます 
＊入場後はご希望のお席を確保していただき、速やかにチケット
半券に【お名前･ご連絡先･ご着席いただくお席の番号】をご記入
のうえ、切り離して、ロビーの回収箱へご提出ください

チケット販売･ご入場方法について

5日 14：00～／19：00～、6日 14：00～　
日時指定
一般1,500円 高校生以下1,000円
(当日各300円増)

622-2258(盛岡劇場)

5日（土）
・
6日（日）

開館30周年記念�第8回�盛岡劇場
「劇団モリオカ市民」公演
『新版�わたしのじゃじゃ麺』

20日 14：00～／19：00～、21日 14：00～
日時指定·自由席(一部指定席)
1階席3,000円 2階席2,500円
全通指定席9,000円(前売のみ)

090-4318-3623(カンザスハリケーン)

20日（日）
・

21日（月･祝）

第18回
盛岡市民演劇賞大賞受賞作品
カンザスハリケーン第4回公演

『暁に龍は征く･再演』

メ イ ン ホ ー ル （ １ F ）3月

【第一部】 脚本･演出：くらもちひろゆき

　終戦直前のハルピン。甲本嘉勝は、軍の残務整理をするために、家族を一
足先に帰国させ、満州に残った。ある日、不運にも工事現場から落ちてきた
鉄板の直撃を受けて、意識不明の重体で病院に運び込まれた嘉勝は、意識朦
朧の状態が続く。目を覚ました嘉勝の目の前に不思議な芳香を放つ、卵スー
プがあった。思わず口にした嘉勝。その後、電気技師の技術を活かして、中
国共産軍に接収された病院で活躍していた。そんなある日、中国人院長に食
事に誘われ、出された食べ物は命を救ってくれた、あの卵スープの香りがす
る炸醤麺だった。炸醤麺を食べながら、中国人院長は嘉勝に「あなたの力を
貸して欲しい」と言った。

【第二部】 脚本：遠藤雄史　演出：似内 仁

　昭和28年、ようやく嘉勝が帰国。電気工事店に勤めたり、妻･ヒサが経営
する洋品店の手伝いをしたりするも、どうにもうまくいかない。嘉勝の心は
次第に塞ぎ込み、ついには酒に手が伸び、昼間から一人で酒をあおる始末。
一念発起をして、大陸で覚えた餃子の屋台を始めた嘉勝。しかし、客足は一
向に伸びる気配がなく、焦り始めるのだった。そんな時、店を手伝いに来て
いた娘･岺子がまかないで食べた麺料理を屋台で出すべきだと言ってきた。岺
子が食べた麺料理は、満州時代の嘉勝を死の淵から救ってくれた「じゃじゃ麺」
だった。嘉勝は状況を打開する為「じゃじゃ麺」を屋台で出すことを決意する
のだが…。

【第三部】 脚本･演出：高村明彦

　時は昭和から平成へ。嘉勝のじゃじゃ麺店は、人気店へと成長していた。
娘の岺子は、どこか若い頃の嘉勝と似た面持ちの武雄とお見合いをし、結婚
を決める。嘉勝も武雄に期待をかけ、言葉数は少ないながらも、味噌作りを
指導する。さらに嘉勝は、ゆくゆくは一階の店舗を娘夫婦に任せようと考え
ていた。しかし、順風満帆と思われた甲本家に悲劇がおきる。病に伏した武
雄が早逝してしまうのだ。寂しさを隠せない嘉勝や岺子とは対照的に、店は
繁盛し、分店構想や新しい麺の導入などを勧める人たちが来店する。近所の
公園のベンチに座り、自分の店を眺める嘉勝。今、彼の眼には何が映ってい
るのだろうか。

あらすじあらすじ

　『新版 わたしのじゃじゃ麺』 稽古･制作の様子



キャラホール・都南公民館
〒 020-0834　盛岡市永井 24-10-1
TEL637-6611  FAX637-8700　
※月曜休館

10：30～　全席自由
入場無料

637-6611(キャラホール)

13日
（日）

子どもシネマランド
「天狗の羽うちわ」
「わたし�おてつだいねこ」
「くるみ割り人形」

小 ホ ー ル3月

9：15～　全席指定
入場無料　※着席表配付

648-8427(県スポーツ振興課)

21日
（月･祝）

いわてスーパーキッズ発掘･育成事業
令和3年度修了式
[2022 U12･U15]開始式　

大 ホ ー ル3月

※盛岡市内に住所を有する65歳以上の方は無料

盛岡市
先人記念館

〔開館時間〕9：00～17：00（入館は16：30まで）

〔入館料〕個人：一般300円、高校生200円、小中学生100円
団体（30人以上）：一般240円、高校生160円、小中学生80円
※盛岡市内に住所を有する65歳以上の方は無料

　・所 在 地／盛岡市本宮字蛇屋敷2-2　TEL019-659-3338
　・休 館 日／毎週月曜日・毎月最終火曜日（3月の休館日は7、14、22、28、29日）※21日は開館

〈期間：2月26日(土)から6月19日(日)まで〉
★収蔵資料展「中

なか

井
い

汲
きゅう

泉
せん

の世界」

〈期間：2月26日(土)から4月24日(日)まで〉
★もりおかのひな人形

本年(2022年)生誕130年を迎える中井汲泉。美術教
師として盛岡に赴任した汲泉は、ほのぼのとした画風が
魅力の染絵や方言絵葉書などを制作しました。南部絵、
染絵のほか絵葉書や絵馬など当館が収蔵している汲泉
作品を展示します。

中井汲泉
染絵手拭い「こけし」

1階季節展示コーナーでは、市内商家からご寄
贈いただいた江戸時代後期から明治時代の華
やかなひな人形を展示しています。こちらもあわ
せてご覧ください。

木津屋(池野家)旧蔵ひな人形

新･純邦楽ユニット WASABI 3/3
発売

5/24〈火〉

大ホール

NE
W

　吉田兄弟の兄･吉田良一郎が中心となっ
て、代表的な和楽器の津軽三味線/尺八/箏/
太鼓の奏者で結成した新･純邦楽ユニット
WASABI。〈WA=和、SABI=サビ(盛り上が
り)という意味から命名。〉雅で叙情的な世
界観だけではない、迫力ある「和のバンド」
のグルーヴで魅了します。

令和4年度事業

［出演］吉田良一郎(津軽三味線)、元永 拓(尺八)、市川 慎(筝･十七絃)、美鵬直三朗(太鼓･鳴り物)
【19：00開演(18：15開場)　全席指定】　※未就学児はご入場いただけません

［前売料金］一般4,500円 U-25チケット2,500円

［ 料金］一般4,050円　※U-25チケット対象外
※m-Friendsチケットは令和4年度入会手続きのうえ、お買い求めください

10：30～　全席指定
2,500円

683-2211(JA新いわて 玉山支所)

13日
（日）

花の会30周年 義援公演

姫 神 ホ ー ル3月

姫 神ホール・渋民公民館
〒028-4132　盛岡市渋民字鶴塚55番地
TEL683-3526･683-2354　FAX683-3528
※月曜休館（祝日の場合は翌日）

いっしょに あ・そ・ぼ！
つくって

　子どもたちのすべての発達は遊びを通して育まれます。「喜んでくれるとい
いな 」というパパやママのわくわく作成する姿を見せてあげることも、とっ
ても大事。オリジナルのおもちゃをつくって、たくさん遊びましょう♪

●日時：3月9日(水) 10：00～11：30　●会場：都南公
民館 和室　●対象･定員：1～2歳の子どもとその親 
10組　●費用：無料　●申し込み：2月16日(水)から
都南公民館にて電話(637-6611)または直接来館で先
着順に受け付け中　●持ち物：はさみ、スティックのり

 募集案内　　　都南公民館　　　　　　　詳しくはお気軽にお問い合わせください（TEL 637-6611）

▶3/17(木)…にこにこルーム〈申し込み不要。直接お越しください〉

　歌うことが大好きなお友だちが“合唱をとおして良い自分に出会いましょ
う!”をモットーに合唱練習をする楽しい教室です。普段の練習のほかにステー
ジ発表があります。

キャラホール少年少女合唱教室　受講生募集!♪♪

●開催期間：4月16日(土)～12月24日(土)　毎週土曜日
低学年クラス(小3～小4)…14：00～14：50
高学年クラス(小5～中3)…15：00～16：30
※当面の間、大ホールでも練習を行います。
※ 小ホールでの練習は、上記の練習時間と異なる場合があります。

●会場：都南公民館(キャラホール) 小ホール等
●費用：教材費･保険料…1,200円、親の会活動費…1,500円(合計2,700円)
●申し込み：3月19日(土)10：00から電話(637-6611)または直接来館にて先着順
に受け付け　●その他：4月16日(土)に開講式と親の会総会を行いますので、保護者
の方はご出席をお願いいたします。



プラザおでって 6F
〔開館時間〕9:00～18:00（入館は 17:30まで）
〔入館料〕一般200円（団体160円）高校生100円（団体80円）
※団体は20人以上　
※中学生以下及び盛岡市内に住所を有する65歳以上の方は無料

盛岡てがみ館

　・所 在 地／盛岡市中ノ橋通１-１-10 プラザおでって6階　TEL019-604-3302
　・休 館 日／毎月第2火曜日(3月の休館日は8日）

★第64回企画展「なつかしの昭和」
〈期間：6月20日(月)まで〉

原敬記念館
〔開館時間〕9：00～17：00（入館は16：30まで）
〔入 館 料〕高校生以上200円（団体120円）

小中学生50円（団体30円）
※団体は 30人以上
※盛岡市内に住所を有する65歳以上の方は無料

　・所 在 地／盛岡市本宮4-38-25　TEL019-636-1192
　・休 館 日／毎週月曜日（3月の休館日は7、14、22、28日）※21日は開館

★原敬生家公開
当館の敷地内にある嘉永3年

（1850）に建築された原敬の生家
（盛岡市指定有形文化財）を限定
公開します。庭園に咲く四季折々
の草花とともに、平民宰相が15歳
まで過ごした武家屋敷の風情をご
堪能ください。
●日時： 4月～10月の土･日･祝日の

9：00～16：00
●料金：入館料が必要です

★原敬の紹介映像公開中
昨年、原敬100回忌記念事業実行委員
会が、IBC岩手放送・岩手めんこいテレビと
の共同で制作した「原敬の生涯　前編／
後編」（それぞれ13分）を、180インチの大画
面と高性能スピーカーで公開しています。
原敬の生涯と主な業績を、分かりやすい映
像で知ることができます。当館でしか見るこ
とができない映像を是非ご覧ください。
また、このシステムでは、暗殺される2か月前の原が写る「第19代内閣総理大臣
原敬」、盛岡で行われた原の葬儀を記録した「噫

ああ

　原首相」（いずれも無声動画、
8分）などの原敬に関係する貴重な映像も見ることができます。

東京オリンピック
昭和39年（1964）10月10日から24日にかけて、第18
回オリンピック競技大会（東京オリンピック）が開催さ
れました。
この大会の聖火は8月21日にギリシャをスタートし、
アジア各国をまわった後、9月7日にアメリカ統治下の
沖縄に到着しました。その後、鹿児島県・宮崎県・北
海道へ空路で運ばれ、四つのコースに分かれて全都
道府県を巡りました。
第4コースの聖火は9月21日に青森県三戸町から
金田一村（現二戸市）に引き継がれ、翌22日に盛岡
市の岩手公園（盛岡城跡公園）で待っていた市民に
盛大に迎えられました。

大通商店街から岩手公園に向か
う聖火ランナー

マッチラベル
マッチが日本で生産されるようになったのは明治時代のことで、明治6年

（1873）に国内初のマッチ工場となる葆
ほう

光
こう

社
しゃ

が盛岡で設立されました。その後、
各地でマッチが生産されるようになり、輸出も行われるようになりました。
明治26年（1893）には国内初の宣伝用の広告マッチが作られ、デパートやフ

ルーツパーラー、喫茶店、カフェ、旅館、ホテルなど、さまざまな広告マッチが作ら
れるようになりました。家庭用マッチに比べると数量も少なく影の薄い存在でし
たが、戦後は需要が増加し昭和35年（1960）にはマッチ生産量全体の39％に
達しました。

左から浜藤酒造店、松屋、盛久旅館、茣
ご

蓙
ざ

九
く

のマッチラベル

石川啄木記念館
〔開館時間〕9：00～17：00（入館は16：30まで） 
〔入 館 料〕個人 一般300円、高校生200円、
　　　　　小中学生100円、団体（20人以上）
　　　　　一般240円、高校生160円、小中学生80円
※盛岡市内に住所を有する中学生以下、65歳以上の方は無料

　・所 在 地／盛岡市渋民字渋民9　TEL019-683-2315
　・休 館 日／毎週月曜日(3月の休館日は７、14、22、28日）※21日は開館

★収蔵資料展「啄木と渋民～小説『鳥
ちょう

影
えい

』より～」
〈期間：5月8日(日)まで〉

明治41年、文壇で活躍することを決意し、上京。しかし、小説が売れず、苦しい
生活の中で、帰ることのできない渋民村への思いが募り、執筆した小説「鳥影」。
渋民村を舞台にしたこの作品は、あるひと夏に繰り広げられる人々の交流が描か
れています。そこには、望郷への念を持ち続けた啄木の姿を感じることができます。
この作品をとおし、小説家啄木、そして彼の故郷・渋民村を紹介します。

小説のモデルとなった金矢家 渋民村の旧奥州街道

昭和という時代が終わりを迎えてから30年以上経
ちますが、各地に昭和の街並みや雰囲気を取り入れ
た施設が建てられ、若者の間では「昭和レトロ」が
ブームになるなど、昭和を振り返る動きは今もなお盛
んです。
本展では、当館に収蔵されている東京オリンピック

や大阪万博、東北新幹線開業に関する資料や日本
各地の観光絵葉書などを展示し、「昭和」という時代
を振り返ります。
また、昭和期の盛岡を写した写真や商店のマッチ
ラベルなども展示します。

東京タワー
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■■公演情報
　盛岡劇場･タウンホールで3月24日(木)･25日(金)に「もりげき八時
の芝居小屋 第176回 なんだりかんだり読みがたりvol.27」を開催し
ます。詳細は盛岡劇場の情報コーナーをご覧ください。

［第179回］ 

舞台朗読の可能性を求めて
大塚 富夫

（IBC岩手放送アナウンサー）

　IBCラジオで放送している朗読番組「ラジオ文
庫」(月曜PM12時45分)の実質制作スタッフは、
読み手2人とディレクター1人の3人です。それが
同じ朗読でも、舞台公演となると9人プラス数人
になります。読み手2人は変わらず、演出、舞台、
スライド･音響、照明、制作、音楽演奏、そして
劇場関係者の助けを必要とします。

　朗読は放送であれ舞台であれ、シンプルに「語
り」のみで勝負すべきという意見もあるのですが、

「もりげき八時の芝居小屋～なんだりかんだり読
みがたり～」では、原作の感動を目の前の観客の
方と共有したい! との思いで20余年、舞台朗読の
可能性を求めてきました。作品のイメージを広げ、
活字を追う以上の感動を共有するために努めてき
たのです。

　読み手は朗読技術(間、卓立、緩急など)を駆使
して語り、それぞれの担当者も持てる力を発揮し
て作り上げます。盛岡、いや岩手の舞台朗読はこ
の形式が主流で「朗読劇」とも言われます。

　わざわざ、料金を払い足を運んでくれた方々に、
「よかった！」と思ってもらえるひとときを共有
したいのです。今回も去年に引き続き、ピアノと
ヴァイオリンの生演奏を添えて、重松清作品です。
ティッシュ持参でお越しください。

前回の公演の様子



盛岡てがみ館の収蔵資料からなつかしなつかしのの続続

盛岡
絵葉書に記録された風景

岩手県師範学校　第一校舎
（大正以降発行）

岩手県師範学校全景
（昭和11年発行）

その11 岩手県師範学校
　明治5年（1872）に公布された学制によって、盛岡に小学校が創立されるようになると、
教員の養成も必要となりました。そのため、第七大学区第十八番中学区第一番小学校
（現盛岡市立仁王小学校）内に設置された小学教員伝習所を母体として、明治9年
（1876）、内丸に開校したのが公立盛岡師範学校（後の岩手県師範学校）です。同校は
現在の盛岡地方裁判所の向かいにありましたが、生徒数の増加により校舎が手狭となり、
大正14年（1925）、上田（現岩手県立盛岡第三高等学校付近）に新校舎を建設して移
転しました。内丸の旧校舎は、翌15年（1926）から岩手県女子師範学校の校舎となりま
したが、昭和23年（1948）に火災で焼失しました。
　その後、戦後の学制改革によって、教員の養成は新制大学で行われることが決まり、
岩手大学創立から2年後の昭和26年（1951）に廃止されました。

的確な管理のもと、高品質な施工を。

盛岡市肴町13-28-1001　TEL019-623-7339　ht tp: //sec-iwate.com/
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